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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、WDL-BEACH-WD（WBW）遺伝子ファミリーのメンバーです。その発現は、細菌性リポ多糖（LPS）によってB細胞およびマクロファージにおいて誘導されます。コードされるタンパク質はプロテインキナーゼAと会合し、細胞内小胞を活性化受容体複合体へと導く役割を担っていると考えられています。これにより、免疫エフェクター分子の分泌および／または膜沈着が促進されます。この遺伝子の欠陥は、自己免疫性疾患である分類不能型免疫不全症8型と関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2012年12月],注意:当初(PubMed:1505956)は酵母CDC4と類似していると言われていましたが、その類似性は非常に限られています。,誘導:リポ多糖(LPS)による。,PTM:DNA損傷時にリン酸化される(おそらくATMまたはATRによる)。,類似性:1つのBEACHドメインを含む。,類似性:6つのWDリピートを含む。,
	研究分野
	-
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

